
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
益
金
は
、

４
，７
７
４
，５
１
２
円
。
す

べ
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
活
動
資
金
に
充
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
物

品
の
ご
寄
付
も
多
数
い
た
だ

き
、
入
賞
者
へ
の
賞
品
や
抽

選
の
景
品
と
し
て
用
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
の
温
か
な
心
に
支
え
ら

れ
、
今
年
も
無
事
に
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
と
共
に
、“
障
が

い
”
へ
の
社
会
的
な
理
解
と

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
駅
伝
大
会
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
と

ペ
ー
ス
で
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
形
式
に
替
え
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
計
１６
日
間

で
一
千
人
を
超
え
る
ウ
ォ
ー

カ
ー
が
参
加
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

１０
月
１５
日
～
２２
日
は
個
人

の
部
（
ら
く
ら
く
ウ
ォ
ー

ク
）、
１０
月
２２
日
～
３０
日
は

チ
ー
ム
の
部
（
チ
ー
ム
レ
ー

ス
）
と
し
て
開
催
。
参
加
者

え
て
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
た

め
、
良
い
社
内
交
流
の
機
会

と
な
っ
た
」「
楽
し
く
て
自

分
の
健
康
に
も
良
い
こ
と

が
、
人
の
た
め
に
も
な
る
の

が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
の
魅

力
」
な
ど
、
嬉
し
い
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、

“
早
朝
の
皇
居
ラ
ン
”や“
秋

の
鎌
倉
登
山
”
な
ど
、
期
間

中
に
独
自
の
テ
ー
マ
の
も
と

で
集
ま
り
、
歩
数
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
同
時
に
高

め
た
と
い
う
チ
ー
ム
も
。
一

方
で
、
真
剣
勝
負
の
中
で
こ

そ
強
ま
る
絆
や
感
動
に
期
待

を
込
め
て
「
や
は
り
従
来
の

形
で
の
開
催
が
望
ま
し
い
」

と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き

は
期
間
中
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で

歩
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
な
が
ら

自
由
に
歩
き
、
チ
ー
ム
の
部

で
は
そ
の
平
均
歩
数
を
競
い

ま
し
た
。
総
勢
１
０
４
４
人

に
よ
る
歩
数
の
総
計
は
、
１

億
７
９
７
万
６
３
４
６
歩
。

昨
年
よ
り
約
２
２
０
万
歩
増

え
、
１
歩
を
７０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
し
て
距
離
に
換
算
す

る
と
約
７
万
５
５
８
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
地
球
を
お
よ
そ

１
・
９
周
歩
い
た
計
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

体
力
に
自
身
が
無
く
て

も
、
気
軽
に
場
所
を
問
わ
ず

参
加
で
き
る
今
大
会
に
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
が
、
地
方
や
海
外

か
ら
も
エ
ン
ト
リ
ー
。
障
が

い
の
あ
る
方
も
多
数
参
加
さ

れ
、「
共
に
生
き
る
喜
び
を

参
加
者
全
員
で
分
か
ち
合

う
」
と
い
う
目
的
も
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
個
人

の
部
に
参
加
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
他
の
参
加
者
の

様
子
も
分
か
り
、
一
体
感
を

感
じ
ら
れ
た
」「
部
署
を
超

　

近
年
発
展
が

目
覚
ま
し
い

「
赤
ち
ゃ
ん
学
」

か
ら
、
赤
ち
ゃ

ん
の
持
つ
能
力

の
解
明
が
進
ん

で
い
る
。
例
え

ば
、
Ｌ
と
Ｒ
の

発
音
を
区
別
し

た
り
、
同
じ
動
物
の
顔
の
違

い
を
認
識
し
た
り
す
る
力
。

誕
生
時
に
は
誰
も
が
持
っ
て

い
る
こ
れ
ら
の
能
力
も
、
使

わ
れ
な
い
で
い
る
と
不
要
な

も
の
と
し
て
「
刈
り
込
み
」

の
対
象
と
な
り
切
り
落
と
さ

れ
て
い
く
。
一
方
で
、
一
度

失
わ
れ
た
機
能
や
能
力
も
再

び
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

再
生
す
る
▼
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
こ

の
３
年
間
で
、
日
本
の
社
会

構
造
は
激
変
し
た
。
都
市
部

に
お
け
る
少
子
化
は
２０
年
前

倒
し
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
で
待
機
児
童
問
題
は

解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
保

育
の
現
場
で
は
、
定
員
割
れ

に
よ
っ
て
空
い
た
保
育
ス
ペ

ー
ス
を
積
極
的
に
活
用
し
、

一
時
保
育
を
行
う
等
の
政
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
毎
日

預
か
っ
て
も
ら
う
必
要
が
な

く
な
っ
た
家
庭
に
と
っ
て

は
、
好
き
な
と
き
に
手
軽
に

利
用
で
き
る
形
が
よ
り
優
れ

た
制
度
と
言
え
る
▼
「
刈
り

込
み
」
は
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
起
き
て
い
る
。
不

安
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い

が
、
勇
気
を
出
し
て
前
へ
進

む
こ
と
が
歴
史
を
繋
い
で
い

く
こ
と
だ
と
思
う
。
先
の
見

え
な
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、

ヒ
ン
ト
は
必
ず
「
今
」
に
隠

さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

（
芝
浦
こ
ど
も
園　

Ｍ
Ｄ　

興
津
夏
子
）

１０４４人で、地球１.９周
第３６回インターナショナル・チャリティーラン感謝報告

例年会場となっている木場公園内には、１日限定のフォトスポット
を設置。多くの参加者が記念撮影に訪れた

ドイツ・ミュンヘン
から届いた美しい１枚

第１位
室町ＡＤＥＵ １
　上田八木短資株式会社／３６，２９４歩

第２位
ファイヤーレッド
　しののめＹＭＣＡこども園／２７，６１５歩

第３位
我走る、故に我在り
　カーギルジャパン合同会社／２７，０３４歩

※その他、特別賞として「最年長チーム賞」「イ
ンスタグラム “いいね” 賞」「ＤＲＥＡＭ ＡＳ Ｏ
ＮＥ賞」などが健闘したチームに贈られました。

「障がい」について理解を深める園児

高等学院チームは山手センターから木場公園に向け出発！

ウォーキング中にダイヤモンド富士に遭遇

アメリカ・フロストバレーからも参加

参加者の投稿写真やチー
ム紹介、レース結果など
の詳細は、ホ
ームページで
ご覧いただけ
ます。

●ナショナル・スポンサー
・三菱商事株式会社
●プライズ・スポンサー
・�マテル・インターナショナル株式

会社
・デサントジャパン株式会社
●サポーティング・スポンサー
・�非営利活動法人アンリーシュ・ポ

テンシャル
●参加企業（団体）
・上田八木短資株式会社
・岡谷エレクトロニクス株式会社
・カーギルジャパン合同会社
・端数倶楽部
・社会福祉法人　賛育会
・ステートストリートジャパン
・�o9solutsions Japan KK（オーナ

インソリューションズ・ジャパン
株式会社）

・YMサービス株式会社
・東京北ワイズメンズクラブ
・�東京グリーンワイズメンズクラブ
・東京江東ワイズメンズクラブ
・�東京サンライズワイズメンズクラ

ブ
・東京世田谷ワイズメンズクラブ
・東京西ワイズメンズクラブ
・東京八王子ワイズメンズクラブ
・東京ひがしワイズメンズクラブ
・東京むかでワイズメンズクラブ
・東京ワイズメンズクラブ
・東京たんぽぽYサービスクラブ
・東京YMCA高等学院
・東京YMCA国際ホテル専門学校

・�東京Y M C A社会体育・保育専門学
校

・東京YMCAにほんご学院
・TYIS・キッズガーデン
・しののめYMCAこども園
・江東コミュニティーセンター
・江東幼稚園
・東陽町コミュニティーセンター
・東陽町語学教育センター
・ウエルネス東陽町
・南コミュニティーセンター
・liby
・山手コミュニティーセンター
・野外教育センター
・山手学舎後援会
・�東京Y M C A役員・評議員・本部職

員

２０２２年度　参加・協賛企業・団体

入賞チーム発表

（入賞は１０位まで）

毎月10日発行　第798号（通巻1302号）

2022

創立1880年

〒169−0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18
　　　日本キリスト教会館6階
Tel	 03−6302−1960
URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
　　　　東京YMCA
発行人　菅谷  淳

みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京ＹＭＣＡの使命
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　東京ＹＭＣＡの法人会員による任
意団体。現在約１３０社が登録してお
り、年会費による支援のほか、チャ
リティーイベントへの参加や協賛、
物品の提供、各種募金への協力、タ
イアップ事業など、さまざまな方法
で東京ＹＭＣＡの公益活動を力強く
支えてくださっている。
　ＹＭＣＡは、１８４４
年にロンドンにて創
立。以来、社会の必要
に迫られた企てとし
て、各国・各地へと活
動のフィールドを拡げ
てきた。利益を得るこ
とを目的としないＹＭ
ＣＡの活動資金は、賛

同者による会費や寄付に負うところ
が大きい。東京ＹＭＣＡの賛助会
は、その資金集めを組織化するべく
財界の有力者たちが発起人となって
１９７０年に発会。初代会長は、東京
オリンピック組織委員会会長を務め
た安川第五郎氏（安川電機製作所）
であった。

賛助会とは

賛
助
会
年
会
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

一般社団法人日本知的障害者水泳連盟　副会長

萩原智子 氏 講演

企
業
の
支
援
に
感
謝
し
て
３
年
ぶ
り
開
催

「�日本における�
知的障がい者水泳の歩み」

　

１１
月
９
日
、
恒
例
の
「
賛

助
会
年
会
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

会
」
を
開
催
。
賛
助
会
企
業

１９
社
を
は
じ
め
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
評
議
員
な
ど
４４
人
の

関
係
者
が
千
代
田
区
の
学
士

会
館
に
集
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
年
会
」
は
、
日
ご

ろ
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
え
て

く
だ
さ
る
企
業
や
団
体
に
感

謝
を
伝
え
、
最
新
の
事
業
活

動
の
様
子
を
報
告
す
る
機
会

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
継
続
５
年
、
１０
年
な
ど

の
節
目
を
迎
え
た
賛
助
会
員

の
表
彰
も
併
せ
て
実
施
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
は
、
２
０
２
０
～
２
０
２

２
年
度
の
表
彰
会
員
４１
社

（
下
記
）
に
、
氏
家
純
一
賛

助
会
長
（
株
式
会
社
氏
家
経

済
研
究
所
代
表
取
締
役
）
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
、「
ハ
ギ
ト

モ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

元
競
泳
日
本
代
表
の
萩
原
智

子
さ
ん
が
講
演
。「
日
本
に

お
け
る
知
的
障
が
い
者
水
泳

の
歩
み
」
と
題
し
て
、
知
的

障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
意
義
や
競
技
に
参
加
す

る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
分

か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
児
・
者
に
向
け
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
多
彩
な
活
動
の
背
後
に

は
、
企
業
や
団
体
の
物
心
両

面
か
ら
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認

さ
れ
、
感
謝
し
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

元競泳日本代表（シドニー五輪
出場）。日本水泳連盟理事。
2020東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会組織委員。
日本体操協会改革推進担当理
事。自身の経験をもとに「水」
を通じた教育活動「水ケーショ
ン」にも注力している。

　私たちの記憶に新しい東京２０２０
オリンピック・パラリンピック競
技大会。この大会には、８人の知
的障がい者スイマーが出場を果た
し、うち７人が入賞しました。山
口尚秀選手に至っては自身の世界
記録を更新して金メダルを獲得。
私はそのレースの解説を担当しま
したが、後半は興奮と感動でうま
く言葉が出ませんでした。
　知的障がい者のパラリンピック
出場への歩みはゆっくりと進みま
した。１９８６年、知的障がい者選
手を対象としたスポーツの国際統
括団体である「国際知的障害者ス
ポーツ連盟」が創立。１９９２年に
は、知的障がい者のためのパラリ
ンピック大会が開催されますが、
これはバルセロナパラリンピック
とは別個の大会でした。１９９８年、
長野パラリンピックで知的障がい
者の参加が初めて正式に決定。し
かし、採用されたのはクロスカン
トリーの一種目のみで、２０００年
になって陸上、水泳、バスケット
ボール、卓球が追加されました。
　国内では、１９９９年に「日本知
的障がい者水泳連盟」が創立。こ
の連盟は、知的障がい者水泳の普

及・振興のために東京ＹＭＣＡで
長年講師を務められた及川栄子さ
んはじめ関係者の尽力によって誕
生し、私も２０１４年から仲間に加
わりました。
　知的障がい者選手が世界でたた
かう際、課題となるのが感情のコ
ントロールです。「いかに心を整
えるか」が勝敗の鍵とも言われて
おり、身近なスタッフやトレーナ
ーは、選手たちをポジティブな気
持ちでレースに送り込むことにい
つも細心の注意を払っています。
他にも、日頃からコミュニケーシ
ョンを密にとり、個々の特性を深
く理解した上で、具体的にいつ、
どのようなサポートが必要なのか
を細やかに研究しています。スタ
ートが苦手だった山口選手には、
水中映像を用いて課題を分かりや
すく視覚化して、改善を試みてき
ました。誰かに「支えられている」
という意識が人一倍強くなるため
でしょうか。２０１９年の世界選手
権のレースの直後、やはり金メダ
ルを獲得した山口選手は、拝むよ
うに手を合わせて「ありがとう・
ありがとう・ありがとう」と３回
静かに唱えました。試合後のイン
タビューの言葉は、「今の僕を作
ってくれたのは周りの人たちで
す。感謝しています」。水泳を通
じて得られた自信や感謝の気持ち
が、彼をさらに強く、人として大
きくしてきたことを感じ、私も思
わず目頭が熱くなりました。
　水泳というスポーツの持つ力を
私は信じています。すべての人に
この恵みを受ける機会が保障され
るべきですが、越えなければなら
ないハードルはまだまだ高い。例
えば、知的障がい者スイマーがパ
ラリンピックに出場するための手
続きには、驚くほどの手間と時間
とお金がかかります。心情的な面
からだけではなく、金銭や制度の
面でも、今以上に社会の理解と支
援が必要であることをぜひ知って
もらいたいと思います。

＜賛助会　入会のご案内＞
東京ＹＭＣＡの趣旨に賛同し、賛助会になってくださる企業等法人を募集して
います。会費は年額３万円から５０万円まで６種類。お問い合わせは賛助会事
務局（０３−6302−1960）まで

継続５０年…………………………………
三菱商事株式会社
株式会社ホテルオークラ東京
株式会社ニュー・オータニ
株式会社日立ハイテク
株式会社芝パークホテル

継続４５年…………………………………
廣瀬ビルディング株式会社
イオン株式会社
有限会社保険ネットワークセンター

継続４０年…………………………………
キッコーマン株式会社
水戸工業株式会社

継続３０年…………………………………
株式会社サンデリカ
天馬株式会社
株式会社中村商会
辰巳マリン株式会社
フットマーク株式会社
株式会社三洋堂

継続２５年…………………………………
株式会社帝国ホテル
株式会社万平ホテル
学校法人桜美林学園

継続２０年…………………………………
ＹＭサービス株式会社
株式会社栗田建築事務所

継続１５年…………………………………
デュプロ株式会社

継続１０年…………………………………
上田八木短資株式会社
株式会社レクトン
一般財団法人日本スタディ・アブロー
ド・ファンデーション
株式会社高島
ＡＤＥＫＡライフクリエイト株式会社

継続５年…………………………………
株式会社アークコミュニケーションズ
株式会社リクラボ
バトンプロダクツ株式会社
デイル・インターナショナル株式会社
株式会社宿屋塾
グッドクリーン
アチーブメント株式会社
青木建設株式会社
株式会社ロータスインターナショナル
株式会社信陽
株式会社アクアビルトコーポレーション

新入会員…………………………………
株式会社三田ホールディング
一般社団法人Ａ－ｗｅａｒ協会
有限会社苗木旗店

2020－2022年度
表彰賛助会員

1970年の賛助会発会式
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世界ＹＭＣＡ／ＹＷＣＡ
合同祈祷週礼拝開催

は
、
し
か
し
高
校
生
の
私
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

痛
み
の
記
憶

　

続
い
て
、
牧
師
に
な
る
た

め
の
神
学
校
で
出
会
っ
た
別

の
友
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
彼
に
は
２
つ
の
名
前

が
あ
り
、
普
段
は
日
本
の
名

前
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る

こ
と
に
、
私
は
あ
る
と
き
気

付
き
ま
し
た
。

　

歴
史
の
授
業
で
学
ん
だ
は

ず
の
、
朝
鮮
半
島
へ
の
侵

略
、
創
始
改
名
、
強
制
連
行

…
…
。
彼
の
父
も
ま
た
、
釜

山
か
ら
強
制
的
に
連
れ
て
こ

ら
れ
た
在
日
コ
リ
ア
ン
で
し

た
。
爪
の
な
い
父
の
つ
ま
先

を
ど
ん
な
思
い
で
見
つ
め
て

き
た
か
分
か
る
か
、
と
彼
か

ら
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
私
は
こ
の
と

き
も
、
身
近
な
友
の
痛
み
を

受
け
止
め
て
一
緒
に
歩
み
出

す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
私
に
と
っ
て
痛
み
の

記
憶
で
す
。

　

外
国
人
登
録
証
の
指※

紋
押

捺
制
度
の
廃
止
に
向
け
て
活

動
す
る
人
び
と
と
は
、
札
幌

で
出
会
い
ま
し
た
。
彼
ら
と

活
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
、

牧
師
と
し
て
最
初
の
赴
任
地

で
自
分
に
与
え
ら
れ
た
こ
と

で
し
た
。
人
の
命
、
権
利
、

そ
し
て
尊
厳
の
た
め
に
仕
え

て
い
く
こ
と
。
そ
れ
は
ま
さ

に
神
の
意
志
で
あ
り
働
き
で

あ
る
こ
と
を
、
よ
う
や
く
私

は
実
感
し
ま
し
た
。
私
の
個

人
史
に
お
け
る
、
点
の
よ
う

な
出
会
い
や
経
験
も
、
実
は

す
べ
て
が
線
で
つ
な
が
っ
て

お
り
、“
与
え
ら
れ
た
”
も

の
だ
と
後
で
わ
か
っ
た
の
で

す
。命

に
召
さ
れ
る

働
き

　

聖
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」

３
章
１
～
６
節
は
、
羊
飼
い

の
モ
ー
セ
に
、
エ
ジ
プ
ト
で

奴
隷
と
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
を
解
放
す
る
よ
う

神
が
働
き
か
け
る
場
面
で

す
。
モ
ー
セ
に
は
、
複
雑
な

生
い
立
ち
と
誤
っ
て
人
を
殺

め
て
し
ま
っ
た
過
去
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
の
務
め
は
羊

飼
い
と
し
て
余
生
を
慎
ま
し

く
生
き
る
こ
と
。
そ
う
思
わ

れ
た
矢
先
に
、
神
は
モ
ー
セ

と
出
会
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

と
き
モ
ー
セ
が
目
に
し
た
の

は
、
燃
え
て
い
る
柴
の
木
が

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
燃
え
尽

き
な
い
、
と
い
う
不
思
議
な

現
象
で
し
た
。

　

神
は
、
そ
の
御
業
の
完
成

に
向
け
て
、
共
に
働
く
パ
ー

ト
ナ
ー
を
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。召
命
は
、「
命
に
召
す
」

と
書
き
ま
す
。
与
え
ら
れ
た

命
、
賜
物
、
時
間
、
経
験
、

出
会
い
、
そ
の
す
べ
て
を
献

げ
活
か
し
て
望
ま
し
い
世
界

を
創
ろ
う
と
努
め
る
こ
と
、

そ
れ
が
命
に
召
さ
れ
る
働
き

で
す
。

「
一
人
で
は
な
い
」

　

個
々
人
の
情
熱
は
、
大
変

尊
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

仮
に
そ
れ
が
私
一
人
の
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は

限
界
が
あ
る
。
先
ほ
ど
の
モ

ー
セ
に
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

同
胞
を
助
け
る
使
命
に
燃
え

て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
彼
は
、
勇
ん
で

空
回
り
を
し
て
む
し
ろ
人
を

傷
つ
け
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
し

て
し
ま
っ
た
。

　

み
な
さ
ん
も
経
験
が
な
い

で
し
ょ
う
か
。
特
に
人
と
関

わ
る
仕
事
の
中
で
は
、
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多

い
。
ど
れ
ほ
ど
情
熱
を
持
っ

て
い
て
も
、
知
ら
ぬ
間
に
辛

さ
を
溜
め
込
ん
で
、
感
情
が

磨
滅
す
る
よ
う
な
こ
と
も
起

こ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
局

面
に
あ
っ
た
モ
ー
セ
に
対

し
、
燃
え
て
も
燃
え
尽
き
な

い
柴
を
通
し
て
「
あ
な
た
一

人
の
力
で
燃
え
て
い
く
の
で

は
な
い
」
と
神
は
示
さ
れ

た
。
社
会
の
荒
波
の
中
で
う

め
き
、
喘
ぎ
、
溺
れ
そ
う
に

な
る
人
び
と
の
声
を
聞
き
、

あ
な
た
が
こ
れ
に
応
え
よ
う

と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
神

の
燃
え
る
想
い
の
一
端
を
担

う
働
き
で
あ
り
、
召
命
で
あ

り
、
故
に
あ
な
た
は
一
人
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

静
か
に
燃
え
続
け
る
も
の
だ

と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
、
暴
力
、
不
正
の
絶

え
な
い
世
に
あ
っ
て
も
希
望

を
抱
き
続
け
、
連
帯
し
て
働

こ
う
と
祈
り
を
合
わ
せ
る
み

な
さ
ん
に
、
改
め
て
聖
書
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
役
割

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

（
ま
と
め
・
広
報
室
）

「
燃
え
て
も
燃
え
尽
き
な
い
」

世界のＹＭＣＡとＹＷＣＡは１９０４年以来、１１月の第２週を合同祈祷週
とし、毎年一つのテーマのもとに世界各地で礼拝や集会を行っていま
す。東京ＹＭＣＡは１１月１７日、在日本韓国ＹＭＣＡ、東京ＹＷＣＡと
の共催で合同礼拝を実施。会場（在日本韓国ＹＭＣＡ）とオンラインに
よる参加者約７５人が、増田琴牧師のメッセージ「燃えても燃え尽きない」
に耳を傾け、心を合わせて祈りました。

　

私
が
か
つ
て
巣
鴨
と
き
わ

教
会
で
牧
師
を
し
て
い
た
頃

の
こ
と
で
す
。
日
本
基
督
教

団
東
京
教
区
北
支
区
と
韓
国

基
督
教
長
老
会
ソ
ウ
ル
老
会

は
姉
妹
教
会
と
し
て
「
日
韓

青
少
年
合
同
修
養
会
」
を
開

催
し
て
お
り
、
私
も
教
育
部

の
担
当
者
と
し
て
約
７
年
こ

の
会
に
携
わ
り
ま
し
た
。
日

韓
の
中
高
生
が
寝
食
を
共
に

し
て
聖
書
か
ら
学
び
、
親
交

を
深
め
る
様
子
を
間
近
に
し

て
い
て
、
自
分
の
高
校
生
時

代
の
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
同

級
生
の
在
日
朝
鮮
人
で
あ
っ

た
友
の
こ
と
。
高
校
の
弁
論

大
会
で
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
」
ス
ピ
ー
チ
を

し
て
い
た
彼
と
の
出
会
い

説教

「
運
動
の
拡
が
り
に
火
を
と
も
す

～
祈
り
に
よ
っ
て
」

２０２２年度
テーマ

経堂緑岡教会牧師。聖
公会神学院（キリスト
教倫理）、放送大学（死
生学）、恵泉女学園中
学高等学校（聖書科）
で非常勤講師を務め
る。
これまでに札幌教会副
牧師、フリースクール
「ニューライフカレッ
ジ」のスタッフ、氏家
教会牧師、同附設幼稚
園園長、巣鴨ときわ教
会牧師を歴任。

■�第２回ウクライナ緊急支援チャリティーコンサート
　戦禍の中にあるウクライナの子どもたちや、日本国内への避難
者を支援するため、１０月２８日、「第２回ウクライナ支援チャリテ
ィーコンサート」が開催されました。会場の日本キリスト教団霊
南坂教会には約９０人が来場し、飯靖子さん（オルガン）、方波見
愛さん（ピアノ）による素晴らしい演奏を楽しみました。『Hail 
to the Lord’s Anointed（力に満ちたる、主なる神は）』などの
美しい連弾で会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、アンコールで
はイギリス人宣教師が西ウクライナで聞き広めたと言われている
讃美歌『輝く日を仰ぐとき』が紹介されました。演奏の合間には、
東京ＹＭＣＡが行うウクライナ支援について、現地から届いたビ
デオメッセージを交えて報告
がなされました。
　終演後に寄せられた募金の
総額は、１６３，６０１円。現在も
大きな不安と苦しみの中にあ
るウクライナの人びとが少し
でも安心して過ごせるよう
に、支援活動に大切に用いて
まいります。

（総務部　松岡　秀実）

■�第８回「わいわいハロウィン」フォトラリーinしののめ
　毎年１０００人ほどの親子が参加する「わいわいハロウィンinし
ののめ」は、今年も新型コロナにより１０月２４日〜２８日と３１日、
フォトスポットのみ設置して実施しました。
　このイベントは、東雲という新興住宅地が子どもたちの良き故
郷になるようにと願い、この地域で東京ＹＭＣＡが運営する８つ
の施設が連帯して２０１５年にはじめたもの。コロナ禍にあっても
楽しいひとときを提供したいと、各施設の職員が工夫を凝らして
６カ所の手作りフォトスポットを設置。期間中は地域住民の方々
に自由に回っていただきました。
　「きっずクラブ東雲第三」では、子どもたちがマントを着けて
仮装し、３カ所のフォトスポットにて記念撮影。各スポットで思
い思いのポーズをとって撮影を行ったほか、同じスポットで「あ
ともう一枚！」と何度もポーズを変えて撮影を楽しむ姿も見られ
ました。特に、きっずクラブから参加できる最後の年を迎えた３
年生は、気合いの入り方が違っていたようです。中には、きっず
クラブで回り切れなかったフォトスポットを後日家族で回ってき
たと報告してくれた子どももいました。
　短い期間でしたが、保育園・学童クラブの子どもたちやそのご
家族、地域の小学生や
ご高齢者など、多くの
方々にお越しいただ
き、参加延べ人数は約
１０００人。来年は、さ
らにパワーアップした

「わいわいハロウィン」
をお届けしたいと思い
ます。

（東雲第三学童　
鈴木真理子）

増田　琴 牧師

外
国
人
登
録
法
（
１
９
５
２
年
施
行
、
２
０
１
２
年
廃
止
）

に
基
づ
き
、
か
つ
て
日
本
に
住
む
外
国
人
に
は
指
紋
を
押
捺

し
て
「
外
国
人
登
録
証
」
を
作
り
、
こ
れ
を
常
時
携
帯
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
対
象
者
の
約
９
割
は
、
場

合
に
よ
っ
て
は
強
制
的
に
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
戦
後
は

選
択
の
機
会
も
な
く
日
本
国
籍
を
奪
わ
れ
た
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
や
台
湾
出
身
者
で
あ
っ
た
。
人
を
区
別
・
管
理
す
る
指

紋
押
捺
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
運
動
は
、
日
本
に
在
留
す
る

「
外
国
人
」
を
中
心
に
地
道
に
展
開
さ
れ
、
２
０
０
０
年
４

月
に
同
制
度
は
全
廃
さ
れ
た
。
意
識
の
上
で
の
差
別
だ
け
で

な
く
、
制
度
の
上
で
も
不
当
な
扱
い
を
受
け
、
傷
つ
く
人
び

と
が
現
在
も
日
本
に
は
数
多
く
存
在
す
る
。

指
紋
押
捺
制
度
と
は

指
紋
押
捺
制
度
と
は
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